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ヤシヤプシ (Alnus firma S. et z.) およびヒメヤシヤプシ (Alnus multinervi・s c.) は滑感地の改良

朋肥料木として広く植栽されている。特に瀬戸内地方のように多くの荒廃地がある当関西支場管内では，

これらの苗木が各地で大量に養成されている。

この病害については昭和25年(1950) 7)1 著者の 1 人紺谷が，東京・目黒林業試験場構内苗畑で，ヒメ

ヤシヤプシのまさ付け苗が集団的に枯れているのを発見しその被害苗の枝葉にからまってし、る菌糸を顕

微鏡検査し，さらに分離の結果これは Corticium菌によるものであることが判明した。翌年 (1951) 予備

的に本菌を土嬢接属して，その病原性を確認している。また昭和27年 (1952) 林業試験場東北支場(当時

秋田支場)佐藤邦彦氏が山形県最上郡真室川町山形分場(当時釜淵分場)首畑でヤシヤプ‘ンに本被害を認

め . Corticゴum 菌を分離している。その後昭和29年 (1954) 紺谷が当支場に着任し，管内各府県で問題に

なっている病害の発生状況を調査した結果，本病害が意外に多く，島根県. I尚山県，兵庫県，滋賀県など

かち被害報告をうけた。

fI{';和 30年(1955) 滋賀県大津市田上黒津町滋賀県森林組合連合会の依託苗畑(面積約15 a) で本病害が

発生し，ヤ宇ノヤプシのまき付け苗の80%以上が被害をうけて，枯死もしくは発育がL、ちじるしく阻害され

て大きな損害をうけているのを見た。

このように著者らが見たり，また知る範開だけでも，本病害はそうとう広〈分布し，一度発生するとそ

の被害は激烈であるため，ヤシヤフ.シ類の養苗上重要な病害の一つになっている。

本病の合理的な防除法を考究するためにまず本病原菌と類似の菌とを比較調査した。特に本病は水田を

利用した苗畑(前年稲作した水田の水を切って高陛としたもの)では，必ずといってよいほど発生するの

で，イネの紋枯病菌 Corticium sasakii (SHIRAl) MATSUMOTO (Pellicularia sasakii (SHlRAI) S. lTo) と

の異同およびさきに伊藤・紺谷( 1952)8) によって報告されたマメ科樹木のくもの巣病菌 Pellicularia β.

lamentosa (PAT.) ROGERS (Corticium vagum B. et C.) との比較を行ない，なお若干の防除試験を行な

ったのでその概要を報告する。

本研究を実施するにあたり終始懇切なご指導主本報告のご校閲を賜わった保護部樹病科長農学博士伊藤

一雄技官，また種々ご助言を賜わった保護部長今関六也氏ならびに前支場長佐治秀太郎氏，現支場長西村

太郎氏，保護研究室長中原二郎技官，菌株を恵与下された九州大学農学部教授吉井甫博士，東北支場保護

第一研究室長佐藤邦彦技官，病害調査および防除試験実施にあたり種々ご援助を賜わった滋賀県林務課黒

沢持宣技師，岡県森林組合連合会造林係長木村増男氏，また試験材料入手にあたってご配慮を厚うした京

都府立農業試験場等の各位に深甚の謝意を表する。

(1)(2) 関西支場保護研究室員
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病徴および被害状況

春季ヤシヤプシが発芽後，子葉期あるいは本業 1-2枚のころ，集団的に立枯症状(倒伏型)となって

認められる。はじめ下棄が陪緑色，後に茶褐色となって枯死する。しかし本病の目だつのは菌がある程度

発育して，商の地上部 3-10cm 程度になったころからである。大体 6 月中旬から発生が認められ 7 月

中旬から 8 月中旬ごろにかけて最も激烈に蔓延，いちじるしく被害が目だっ。

被害状態をよく観察すると，下葉に不定形暗緑色の病斑を生ずる。気候が湿潤であると菌糸はきわめて

顕著なくもの巣状を呈して蔓延，病斑は拡大して病葉は粘気をおび，菌糸によってつづられ，相互に粘着

し合って柿死下垂する。晴天がつづいて乾燥するときは病葉は強縮， p音綜褐色に乾粘して落葉する。さら

に症状が進展し， 8 月以降11月ごろには枯死した枝葉および落葉に茶禍色，不定形ナタネ大の菌核が多数

認められる。

権病苗は，その被害程度が激じんな場合，または苗木が幼若なときは枯死するが，樹勢の旺盛なもの，

または被害の特徴なものは落葉して後にふたたび新薬を生ずるので枯死することは少ないが，しかし発育

はいちじるしく阻害される。それで被害をうけた苗畑は禿状の床聞をところどころに露出しているか，ま

たはいちじるしく発育不良な苗の集団をつくっている場合が多L 、。

ヤシヤプシのくもの巣病は苗木が密生している場合，通風，採光の不良の苗畑，あるいは降雨がつづい

た後，急に気温が上昇した場合などに特に顕著にあらわれる (Plate l-A, B, C, Plate 2-A)。

病原菌の分離および供試菌

1.分離

Petri 皿に 2%ブドウ糖寒天を流しこんで扇平にし，火焔殺菌または乾熱殺菌したガラス・リング(内

径 l1mm， 高さ 5mm) を属平培養基の上に静置する。寒天が冷却凝固した後，病葉または病枝の 1 片を

ガラス・リング上にのせて， 250C の定温器内に搬入する。やがて病組織から菌糸が{中長下垂してきて培

養基耐に接着し，ここから菌議が形成される。培養基上の菌叢から殺菌白金線で菌糸の小塊を試験管内の

培養基に移植して容易に培養をうることができる。また病枝葉上の菌核から分離する場合は常法 (80%ア

ルコーノレ一一 0.1 %昇宗液一一殺菌水一一培養基)によると簡単に分離培養をうることができる。

2. 供試菌

上記の方法によってヒメヤシヤプシおよびヤシヤプシの罷病苗から分離した 3菌株と，これらと比較す

るためにヒノキ首の典型的な倒伏型立枯病菌の 1 菌株， マメ科樹木のくもの巣病菌(伊藤・紺谷 1952)8)

およびイネ紋枯病菌(伊藤・紺谷 1952)8) の 6 菌株を本実験に使用した。これら各菌株の記録を Table 1 

に示す。

培養上の性質

1. 菌叢の特徴

供試菌の 6菌株をパレイシヨ寒天(パレイシヨ 200g， 蒸溜水 11， シヨ糖 20g， 寒天 20g) に培養して比

較した。 250C， 10 日後の菌叢の特徴は Table 2 に，また 240C， 24 時間後および 48 時間後の各菌株の菌

叢直径は Table 3 にそれぞれかかげる (Plate 2-B) 。
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Table 1. 供試菌

Fungi used in the experiments. 
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S菌to株ck番N号o. 菌 Fungus 名 |寄 t 主|採集?|?平iiflHost I Localit 1solat卲n 

分離者
Iso1ator 

|備考
Remark 

119 I Corticium-T Alnus IMeguro, I July， 21九o
|ヒメヤシヤプシ lF 劇

KONTANI l くもの巣病
Web-blight multinervis I Tokyo I 

117 I Corticium-S | ヤシ印 |滋賀大津 ル '55
Alnus firma I Ôtsu, Shiga KONTANI |同上Ditto 

Corticium-Y 向Ditto上 I~山a形m真UI実}II町 Oct., 23.'52 K.SATO 同 上制
118 urogawa 

Ditto Yamagata 

Corticiu悦司agum ヒノキ 京Ta都~ba丹，波町 May, 27:55 KONTANI & 立 P枯m 病10 ChamaeりIParis
obtusa Kyoto MINEO Damping-off 

英国トゲナシ *2 
115 ニセアカシヤ M東eg京u，ro目， 黒 lTo & 

Wくebも-のbl巣igh病t C.vagum Robinialubsmeubdmo-• Aug.,12.'50 KONTANI 
acacla V. umora・ Tokyo 
四lifera

~ C.s仰制 |ハイ ネ |Fddd岡 I 1950 I H. MORITA I 紋枯病制|Oryza sat仰 l' ~"K;~~h叶 1 :'. ...v.".~ 1 Sheath spot 

東北支場保護第一研究室から分譲されたもの。

伊藤・紺谷 (1952) のCorticium vagum (Robinia , Tokyo) 。

*3 九州大学植物病理学教室から分譲されたもので伊藤・紺谷(1952) のCorti，αium sasakii 

(Oryza , Fukuoka) 。

Table 2. パレイシヨ寒天上における菌叢の特徴

Macroscopic appearances of the fungi on potato-sucrose agar. 

菌株番号|
Stock No.1 

菌名
Fungus 

寄主
Host 

採集地|菌叢の特徴
Locality I Macroscopic appearances of the colony 

119 Corticium-T Alnus ・mul-I目
tinervis Tokyo 

菌が叢は Mikado Brown，と気の中こ薗色糸)は少菌核ない
Pinkish Cinnamon ( � rz>.: ~)，は

菌叢と同色で粟粒犬で不定形である。
カピ臭を発する。

や
で

117 Corticium-S Alnus Shiga 菌) 
ji円na

118 Coγ'iicium-Y Ditto 

発する。

| 丙ムflPrvhn_1 __ I 菌叢の.色，発育状態および菌核の状態は
10 I Cortici側叩伊mqu仰仰仰・| Kyoto lC07Uczum-T に似ている。気中菌糸がやや

l n沼 I I 多い。カピ臭を発する。
I I _ __ _ I _ _ 1 菌曹は Light Ochraceous-Buff; 菌核は島

115 I C. 叩伊m I Rめinia I Tokyo I 娯状に形成され，その色はCinnamon-BuH.
I I 1 |不快なカピ臭を発する。

菌叢は115 ときわめて似ているが，菌叢の中
76 1 C. sasakii 10ηza satival Fukuoka 1 央部は濃色でやや紋密となり Bone Brown, 

|菌核は粟粒大， Mars Brown，キノコのよ
|うな芳香を発散する。

Note: RIDOWAY , R_ (1912) Color standard and nomenc1ature. 
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Table 3. パレイシヨ寒天上の菌叢の直径 (240C)

Mycelial growth of the fungi on potato-sucrose agar at 240C. 

Table2 ~ 3 から明らかなよう

に，ヤシヤプシ苗の菌は，マメ科

樹木の菌，イネの紋粘病菌および

ヒノキの立枯病菌と菌叢の特徴は

きわめて似ており，特にヤシヤプ

菌株番号
Stock No. 

, 菌叢直径
菌名 JDiameter of mycelial ∞lony (mm) 

Fungus J 24 時間後 I 48 時間後
After 24 hrs. I After 48 hrs. 

Experimentー I

1J 9 I Corticium-T 

117 I Corticium-S 

118 I Corticium-Y 

10 ICorticium vagum 

115 I C. vagum 
76 ICorti，αium sasakii 

5

4

0

0

4

3
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Experiment-2 

119 I Corticium-T 

1 17 I Corticium-S 

1 18 I Corticium-Y 

10 JCorticium vagum 

115 I c. vagum 

76 ICorticium sasakii 

9

9

2

9
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D
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Note: Petri ITIl 5 伺の平均。

シの Coγticium-S と Coγticium

-Y はお互いに酷似する。やや顕

著な差をあげれば，ヤシヤプシ苗

の菌は，マメ科樹木の菌およびイ

ネの紋枯病菌と同様に菌糸の発育

が，ヒノキの苗立枯病菌よりも速

やかである。また菌叢から発散す

る臭気は，イネの紋枯病はキノコ

のような芳香であるのに対して，

ヤシヤプシ苗の菌は他の菌株と同

じく不快なカピ臭を放つことであ

るc

2. 菌糸の発育と温度との関係

Petri 皿法によりパレイシヨ寒天を使用して，各菌株の菌糸の発育と温度との関係をしらベた。その結

果を Table <1にかかげる。ただし各菌株，各温度とも菌叢直径は 5 個の平均を示す。

Table 4 をみると， ヤシヤプシ類苗の菌はし、ずれも 250C 前後において最良の発育を示し， またイネ

Table 1. 各菌菌糸の発育と温度との関係

Relation between mycelial growth of the fungi and temperatures. 

菌株番号

Stock No. 

菌叢直径 Diameter of mycelial colony (mm) 

150C I 200C I 250C I 30。C I 350C 

12 hrs. 124 h瓜 112 hrs.1 叫rs. 112 hrs. 1山s. 112 hrs. 1 引は|凶rs. 124 hrs 

Experimentーl

119 
117 
118 
10 

115 
76 

Experiment-2 

119 
117 
118 
10 

115 
76 

Notes: ー…Mycelial growth is not present. 菌糸発育せず。

+…Mycelial growth present. 菌糸わずかに発育す。

げ
6
+
+
十
四
山

凶
5
3
+
十
日
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の紋4111病菌と近似で，かなり

高い温度 (350C)でも発育が

みとめられる。マメ科樹木の

的およびヒノキの苗立枯病菌

とはかなり異なった発育状態

がみとめられる (Plate 3)。

3. 菌糸の形態比較

Petri 皿内にスライドグラ

スを入れて，殺菌し，この上

に 2%プドウ糖寒天の薄層を

作り，これに菌糸を移梢して

250C に保ち， 20 f時間後，各

繭糸がw長したl時スライドグ

ラス合取り出して，顕微鏡で

菌糸の分岐状態および太さな

4 5 

Text.fig. 1. Hyphae of the fungi. 
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3 

6 

どを調べたが，顕著な差を認

めることができなかった。こ

1. Corticium-T (119) on Alnus multinervis; 2. Corticium-S 
(117) on Alnus firma; 3. Corticium-Y (118) on Alnus firma ; 

れを Text-fig.

る。

1 にかかげ
4. Corticium vagum (10) on Chamaecyparis obtusa; 5. C. vagum 
(115) on Robinia pseudoacacia. v. U1骨braculifera; 6. C. sasakii 

(76) on Oryza sativa. 

4. 各菌間の菌糸の融合

松本ら(1932)18" 中田・河村(1939) が紋粘病菌および近似の菌類の異同を知るー拠点として利用し，

また伊藤・紺谷(1952)肘，伊藤・紺谷・近藤(1955)ω がマメ科樹木のくもの巣病菌，カラマツのくもの

巣病菌とその近縁菌の区別点のひとつとしてこれを試みた。この場合もまた各菌聞の菌糸融合の有無によ

ってその近縁関係を知るために，次の方法によって実験を行なった。

まず， Petri 皿内にスライドグラスを入れてこれを殺菌し，そのスライドグラス上に 2%ブドウ糖寒天

の薄層を作り，これに菌糸の融合を検査しようとする 2 個の菌糸を近接して移植して 250C に保ち， 12-

14時間後両者の菌糸が発育伸長して互いに接触した時，スライドグラスを取り出して，両者の菌糸の接触

Table 5. 各菌間の菌糸の融合

Hyphal fusion various combinations of the fungi. 

菌株番号
Stock No. 

119 
117 
118 
10 

115 
76 

119 117 

Notes: +ト ......Perfect fusion 完全融合

+……Imperfèct fusion 不完全融合
土 H・ H ・Contact fusion 接触融合

ー…..No fusion 融合せず

118 10 115 76 

+十
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点を検鏡し， i的糸の融合の有Í!\~を調べた。

反復 3 恒|の実験結果を示せば Table 5 および Text-fig.

2 のとおりである。

Table 5 および Text-fig.2 から明らかなように，ヤシヤ

プシからの Corticium-S と Corticium-Y とは融合(不完

全融合)し，またこれらとヒメヤシヤプシからの Corticium

-T とは融合しなし、。 Corticium-T はヒノキの苗立枯病菌

C. vagum と融合(接触融合)する。マメ科樹木のくもの巣

病菌にたいしては， ヤシヤプ、ンから分離した Corticium-S

と Corticium-Y とが融合(接触融合)がみられ，その他の

菌とは融合は認められない。イネの紋枯病菌とは，いずれの

菌主も融合が認められなかった。

接種試験

Text-flg. 2. Hyνhal fusion between 1.ヤシヤブシ首に対する病原性 E実験:昭和34年(1959))

(1) 実験方法:ワグネノレポット 1/50 ， 000 を使用し， Text-fig. 

3 の要領で底部から小砂利，川砂，苗畑土壌とし、う順につめ，

ウスフ勺レン 800 倍液で土壌消毒を行なった。 3 月 27 日セレサ

two fUngi. 
1. Corticium-T : Cort�um-T 
2. Cortidum-T: C. vagum (10) 
3. Corti，α・Um-S : C. vagum (115) 
4. Corticium-S: Corticium-Y 
5. Corticium-T: C. sasakii 

ソによる粉衣消毒(種子重量の 2%) を行なった種子を， 1 

ポットあたり Ig を掃き付け 2mm 程度覆土した。発芽後数rill間引きを行ない， 1 ポットあたり古木の

生立本数を30本とした。

WAKSMAN氏培養液(蒸溜水 11，ブドウ糖 10g， ベプトン 5g， リン酸 カリ 19， 硫酸苦土 0.5g) に液体培

養した各菌の菌叢を殺菌蒸溜水で、数回洗浄して，菌叢重量15g を 200cc の殺菌蒸溜水に入れ，ミキサー(目

立製 MJI-4型)で低迷(毎分約 15 ， 000 同転)で粉砕し，この粉1同'j懸濁液を際準ふるい (28メッシュ)

....,... E 

D 

Text-fig.3 Apparatus for artifi. 

cia! inoculation. 

A ・ H ・ ..Nursery soil 苗焔土壌

B …・・Sand 川 砂
C…...Gravel 小砂利

D" ・H ・Glass cotton ガラス綿

E ……Glass tube ガラス管

で滅過した。これをヤシヤプシ苗に 1 ポットあたり 50ccを噴霧接

種した (7 月 21 日)。接種後ただちにポットのまま湿室中にはん入

し， 6 日間これを観察した。対照区は菌糸の懸濁液のかわりに殺

菌蒸溜水を同量l噴霧したほか全く同ーの処置を施した。

白)実験結果:ヤシヤプシから分離した Corti・α・um-S およ

び Corticium-Y を接種した苗木の葉には援額後 3 目白から暗緑

褐色の斑点が語、められ，菌糸βてからまっているのが見られた。

Corticium-S およびC. sasakii を接種した苗木の葉にも暗緑色

の斑点が形成された。観察期間中( 6 日間〉の湿室内の気温およ

び湿度は Table 6 のとおりで，接種してから 5 日後( 7 月 26 日)

における観察結果は Table 7 にかかげる。

Table 7 から明らかなように，ヤシヤプシの菌(Corticium-S，

Corticium-Y) は，ヤシヤフヘン苗に激しい病原性を現わした。そ



ヤシヤプシ苗のくもの業病に関する研究(紺谷・峰尾) - 7 ー

Table 6. 湿室中の温度および湿度 (7 月 21 日 -26 日〉

Temperature and relative humidity in inoculation chamber. C1uly 21-26) 

月 日 温 度 Temperature (OC) 

Rela湿tive humid度ity(%) Date 
最 高地ximum 1 最 低 Minimum

July 21 31.5 26.0 

1/ 22 33.0 28.5 

// 23 31.8 28.5 

// 24 30.0 28.0 

// 25 32.5 29.0 

1/ 26 32.5 27.0 

一一平均 Avera群dl 31.9 27.8 

Table 7. ヤシヤブシ首に対する接種試験(昭和34年 7 月 21 日 -26 日〕

Results of inoculation experiment with the fungi to Alnus firma. 

90 

90 

95 

95 

95 

94 

93 

菌株番号| 接種試験結果 Result of inoculation 

Stock No.. I #! _ ~n~~'~~ I 病原性
| 病徴 Symptom |pathogMcity 

119 I菌糸は下葉の部分に蔓延し，葉は暗緑褐色に変色，枯死葉を認められる|
|が，苗木の枯死は認められない。 I

117 I菌糸は全首上にくもの巣状に蔓延し，葉は菌糸によってつづられ，晴樹 掛
I褐色に変色し，首木は枯死の状態になっている。 I 川

118 1117 (Cor仙m-S) と全く同ーの病徴をしめした。 1 冊

10 I菌悉は下葉の部分にわずかに蔓延し，菌糸の纏絡している部分は暗緑色|
|の変色が認められた。 I

I15 1い119 (Gω州rt叫，tガti

| 76 比I~~~ ~C:ω0巾.仰帥一S町)および 118 (Cωor伶ωf似um一Y町)と全く変わらない病矧
|徴をあらわし，やや褐色の強い色彩で苗木の枝葉を変色枯死する。 I

対照(Çon刷

の病徴は自然に発生を認められるものと同一であった。しかしながら，ヒメヤシヤプシ菌 (C�ticium-T) 

はやや病原性が弱いように認められ，ヒノキの苗立枯病菌，マメ科樹木の菌とやや似た病状を示した。ま

たイネの紋枯病菌は，ヤシヤプシの菌と全く変わらない病原性を現わしたが，色彩がやや自然発生地に見

られるものと異なっていた (Plate 4)。

2. 陸稲!と対する病原性 E実験:昭和31年 (1956))

は) 実験方法:直径 30cm， 深さ 24cm の素焼の植木鉢に苗畑土壌を入れ，ウスプノレン 80Q倍液で土壌

消毒後，あらかじめウスプルンで種子消毒 (800 倍， 6 時間浸漬)した陸稲種子をまき(、5 月 25 日)，戸

外において追肥および間引きを行ない，開花前に各菌株を接種した (9 月 9 日)。接種の方法は， 80% ア

ルコーノレおよび 0.1%昇禾液でイネの葉翰部を消毒処理後殺菌水で洗浄し，この部分にあらかじめパレイ

シヨ寒天に培養しておいた各菌の菌叢を 5mm2 に切りとって葉鞘部に接着さぜ， その上に殺菌水を含ん

だ脱脂綿をあて，パラフイン紙で包んだ。対照として菌糸を全く含まないパレイシヨ寒天を接着さぜ，そ

の他は全く同様に処理した区を設けた。
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実験期日Ijrjlは接種部の脱脂綿が乾燥しないように殺菌水を補給した。なお，供試陸稲は農林 9 号および

農林もち(橋) 1 号の 2 品種を用いた。

(2) 実験結果:接種してから 13日後( 9 月 9 日 -22日)の結果の概要を Table 8 に示すo

Table 8 を見ると， くもの巣病菌は不明りようながら，いずれも病斑の形成を認、め，ヒノキの苗立粘病

菌のみが全く病原性を引わさなかった。 また1' 1然の状態における被害苗畑では， 雑草のメヒ、ンパ (Digi­

taria ciliaris PERS_) にくもの巣病』寵病苗の枝葉が接着して， これに紋枯状の病斑を認めることが多い

(Plate 2ーD)。このことからしても，イネ科の植物に明らかに病原性をもっていることがわかる。

Table 8_ 陸稲に対する接種試験

Results of inoculation experiment with the fungi to rice plants. (Sept. 9-Sept. 22.1956) 

陸稲 Rice plant 

菌株番号 農 Nô林rin 9 号Kug� 農Nô林rin もMocちhi (I橋ch〉igOl 号
Stock No. 1接1mb種 f本p 数 I 発病本数 接種 f本p 数 INJ発m 病 f本pl 数

N er o lants Number of sepd lants Number of olants INumber of olants 
I inocl巾ted 1 disea inoculated I diseased 

119 15 5(+) 16 3(+) 

117 '5 7(+) 13 6(十)

118 16 5(+) 14 4(+) 

10 15 。 15 。

115 15 4(十〕 13 2(+) 

76 13 11(件) 13 10(件)

(対照) Control 13 。 14 。

Notes: (十十)…Sheath spots are produced very distinctly. 紋枯症状きわめて明確。

(+)…Sheath spots are produced. 紋枯症状発生。

1. 菌糸の低温度に対す~試験

実験ー 1 室内実験

病原菌の越冬

(1) 実験方法: Petri 皿を用いて，ヤシヤプシのくもの巣病菌(Corticium-S) をパレイシヨ寒天. 250C 

で48時間扇平培養し，菌核の形成を認めない菌叢をそれぞれの低温度の室にはん入し，定めた時間後に菌

叢を取り出して，その 1 片を別の培養基上に移植して菌糸が発育するか否かを見て，菌糸の生死を調査し

~­
~。

(2) 実験結果:この実験は反復 2 問実施したが，全く同様の結果が認められた。その結果を Table 9に

示す。

Table 9 で明らかなように培養基上の幼若な菌糸は 30C で 25時間. -20C で 20時間以上経過すると

きは死滅することが確認された。

実験-2 野外実験(昭和34年10月~昭35年 2 月)

(1) 実験方法:当支場構内苗畑で発生したヤシヤプシの罷病枝葉を採集し，これを金網かごに入れて屋

外につるし" 10月から約10 日おきに常法によって病組織から分離を行なうことにより，権病校葉組織内の

菌糸の生死を調査した。
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Table 9. 低温に対する菌糸の耐久度

Durability bf myceﾌia of the fungi to low temperatures. 

- 2 

+
十
十

10 

十
十
+
+
+
+
+
+
+
+

ωJ 実験の結果: Table 10 で明らかなように 1 月 25 日までは，病組織からくもの巣病菌を分離するこ

とができたが， 2 月以降は全く分離することができなかった。

以上ρ実験の結果から菌糸は低温度に対して耐久力が弱く，組織内に潜入している菌糸でも冬期寒さの

きびしい地方では越冬することは不可能なようである。

生存

死滅

.) N:otes ;:'-; . +，.・・・宅Living

ー・・・・・・Dead

Table 10. 冬期聞におけるヤシヤプシ擢病枝葉からの病原菌の分離
Isolation of the causai fungus froﾎn diseased' tissue � Al抑制 firmti 'io winter. 

分離.年月日 l 分勝結果 分離前in 10y日s b間efo の SιO気la 温Temperature in 10 days before is'�ation (oC) 

Date of isolation Result of isolation 最Maximum局 最 低 |平Averaged均Minimum 

Jan, 15. '60 + 13.0 - 3.0 5.0 
',,, 

グ '25. 11 + 11.'5 - 5.5 3.0 

H 5. 11 一. 15;5 - 7.5 4.0 

、Rルー 、 ?E. グ
ー 19.5 - 3.5 8.0 

2. 菌核の低温度に対する試験
..�:;:i 

実験一・1 室内実験 E昭和33年(1957))

(1)実験方法 2 滋賀県草津市で採集(昭和33年10月 28日)したヤシヤプシ羅病苗上の菌核を直径 1.5-

2.2mm の大きさにふるいで選別(菌核 1 個の平均重量 0.82mg) した。とれをー 2 0C，ーlQOC の低温

恒温器内に納め，その後一定間隔をおし、て毎回菌核 5 個ずつを取り出し，常法による分離法を行ない菌核

の生死を調べた。

問実験結果:各温度とも40日を経過してもすべての菌核から菌糸の発育が認められ， .死滅したものは

なかった。

実験-2 野外実験 E昭和34年(1959)) 

実験方法:当支場構内で採集(昭和34年 8 月 29日〉したヤシヤプシ苗上の菌核を前記同様直径1. 5(1) 

Temperature (OC) 

3 I 

+
+
+
+
 

度温

After 5 hrs. ( 5時間後)

11 10 11 (10 11 ) 

グ 15 .1/ ( 15 11 ) 

ィ 20 11 (20 11 ) 

aり '15 '1/ (25 11 ) 

11 130 グ、 (30 11 ) 

. 11 35 1/ ( 35 // ,) 

// 40 // (40 1/ ) 

// 45 1/ ( 45 1/ ) 

1/ 50 // (50 // ) 
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- 2.5mmの大きさにふるいで選別し，これをガーゼの袋に入れて屋外につるし 12月から約10 円おきに

菌核10個ずつを取り出して常法による分離法を行ない，菌核の生死を検査した。

(2) 実験結果: 4 月にはし、るまですべての菌核から菌糸が発育し，死滅したものを認めなかった。

以上の実験結果からヤシヤプシのくもの巣病菌は菌糸の状態で越冬することは少なく，おもに菌核の状

態で越冬し，翌年の伝染源になるものと考えられる。

3. 菌核の形成

実験-1 菌核の形成と温度との関係

(1) 実験方法: Petri 皿を用いて，ヤシヤプシの菌 (Corticium-S) をパレイシヨ寒天および WAKSMAN

氏寒天(蒸溜水 11，ブドウ糖 10g， ベプトン 5g， リン酸ーカリ 19， 硫酸苦土 0.5g， 寒天 25g) , 250C で 48

時間扇平培養し，まだ菌核が形成されない菌叢を各温度の定温器内に入れて，菌核の形成に対する各温度

の影響を観察した。

(2) 実験結果:各温度， 10 日後の結果の概要を Table 11 に示す。

Table 11 で明らかなように， 菌核の形成は培養基によってすこしく差が詔められる。 また温度 120C

から形成が認められるが， lOoC 以下では菌核の形成が認められない。 しかし，各培養基および各温度に

おける菌叢の状態と菌核形成の様相からみて，菌核形成は温度の直接的影響というよりは菌糸の密度と発

育に必要な養分的な要因に左右されるものと考えられる。これは野外観察でも被害の進展にともなって菌

核の形成が語、められることからうなずける。すなわち，被害の初期および料微な場合には菌核の形成が少

Tab!e 11. 菌核の形成と温度との関係

Effect of temperatures upon the formation of sc1erotium. 

菌核の形成状態
Degree of 

sc1erotium formation 

菌叢の状態
Macroscopic appearance of fungus co!ony 

35 p
w

一p
w

一
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W
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+
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なく，ある程度被害が進展して枯死苗が多いところほど多くの菌核が認められる。上の実験の結果でも，

菌糸の最も良い発育を示す 250C 前後で菌核の形成が最も良好であった (Plate 5ー1) 。

4. 菌核の発芽と温度との関係

実験-1 室内実験 E昭和33年 (1958)) 

(1) 実験方法:滋賀県草津市で採集(昭和33年10月 28日)した菌核を前記同様ふるいで選別し， 80% ア

ルコール， 0.1% 昇宗液で処理，殺菌水で数回洗浄後，試験管内パレイシヨ寒天上に 1 個ずつのせ，おの

おの処定の定湿器内に入れて，その発芽状況を調査した。

(勧実験結果: 10 U 後に観察した菌核の発芽状況を Table 12 に示す。

Table 12. 菌核の発芽と温度との関係

Effect of temperatures upon germination of sc1erotium. 

発芽菌核数 Number of sc1erotium germinated 
混 度|供試菌核数

Temperature I Number of 2 日後 I 4 日後 6 日後 I 8 日後 I 10 日後
(OC) I sc1erotium used After I After I After I After I After 

2days I 4 days I 6 days I 8 days I 10 days 
Experimentーl

。 5 。 。 。 。 。

i当 5 。 。 。 。 。

9 5 。 。 。 。 2 
12.5 5 。 。 。 3 5 
15 5 。 。 2 5 5 
18 5 。 3 5 5 5 
20 5 。 5 5 5 5 
25 5 3 5 5 5 5 

Experiment-2 

。 5 。 。 。 。 。

3 5 。 。 。 。 。

9 5 。 。 。 2 
12.5 5 。 。 2 4 
15 5 。 。 2 4 5 
18 5 。 2 5 5 5 
20 5 。 5 5 5 5 
25 5 3 5 5 5 5 

Table 12 で明らかなように， 90C前後の温度から発芽が認められ， 250C では 2 U 後に発芽した (Plate

2-C) 。

実験-2 野外観察【昭和35年 (1960))

(1) 実験方法:当支場構内で採集した菌核を前記同様ふるいで選別，アルコール，昇衆液で処理後殺菌

水にて洗浄したものを構内苗畑に地中約 20cm の深さに 40 個埋没した。半数の 20 個はヨシ賛で地表面

をおおい，発芽の時期について観察を行なった。 Table 13 は埋没期間中の地中温度を測定したものであ

る。

(2) 実験結果:地中に埋没して日覆をしなかった場所の菌核は 2 月 27 日に発芽しているものが認めら

れ， 3 月 1 日には20個の菌核全部が発芽し菌叢を作っていた。日覆をした場所の菌核は 3 月 1 日に発芽す

るものが認められ 3 月 5 日には全部の菌核が発芽して菌叢を形成していた。

以上の結果から，本菌の菌核は春 3 月ごろから野外でも菌糸の状態に発芽，発育しうることが確かめら

れた。
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Table 13. 坦没期間中の地中温度(地中 20cm)

Soil temperature at the depth of 20cm where scIerotia of the fungus were placed. 

i切 間 温 度 Temperature (oC) 

Period observed 最 l局 最 低 平 均
Maximum Minimum Avetaged 

Jan. 1. '60 '、-// 10. // 6.3 3.2 4.4 

Jan. 11. '60 ~// 20. // 5.5 3.0 4.1 

Jan. 21. '60 ~// 31. // 4.5 1.5 2.1 

Feb. 1. '60 ~グ 10. // 6.5 2.5 3.7 

Feb. 11. '60 ~// 20. // 4.5 3.2 3.9 

Feb. 21. '60 ~ // 29. // 7.5 3.0 4.5 

Mar. 1. '60 ~// 10. // 9.0 5.2 6.7 

防除試験

さきに著者の 1 人紺谷(伊藤・紺谷・近藤 1955)9) はくもの巣病菌菌糸の発育におよぽす殺菌剤の影響

につレて室内実験を行なったので，今回は苗畑で薬剤líJj除試験を実施した。

試験ー 1 U百和31年(1956)

は) 試験方法:試験苗畑は滋賀県大津市田上黒津間Jで森林組合述合会の依託苗畑を使Hlした。苗畑は水

田の水を切って高腔としたもので，前年まで水稲を栽培していた。供試樹種はヤシヤプシで，これは昭和

31年 4 月 10 日 1m2 あたり 8g をまき付けしたものである。施肥量は基JJ~ として 1m2 あたり鶏フン60g，

油粕 30g， 消石灰 120g， 追肥として 1m2 あたり硫安 10g， 油粕 15g を泊i した。まき付け後 9 月 10 日まで

日覆をし，その他除草，滋水等の管理は慣行に従った。

まき付け種子が発芽し， 苗の成立密度や生育状態のほぼ均等な場所を選び， 6 月 6 IJ 試験区を設定し

た。試験区は有機水銀剤加用 5-5式ボルドー液区，セレサン石以区，散粉サンボルドー区の 3 薬斉11散布

区と全く薬剤を散布しない対照区，つごう 4 区(畦幅 1m， 長さ 10m) を並列して設定し，同日第 1 国の

薬剤散布を行なった。薬剤lの散布量および散布月 H は Table 14 のとおりである。

月目 Date

薬剤散布量
Amount sprayed 

per m2 

Table 14. 薬剤の散布月日と散布量

Date and amount of spraying or dusting. 

| JuneωI July ふ 25 I A暗 3'22TSeん I Oct. 5 

6g  12 g 18 g 

(2) 試験結果:病害の発生状況は，セレサン石灰区および有機水銀剤加用 5-5 式ボルドー液区に 7 月

および 8 月初旬に被害を認め，散粉サンボルドー区には全く被害を認めなかった。また対照区では 6 月下

旬から被害が発生し， 10月になってもなお被害が認められた。苗木の成立密度および苗木の発育状態につ

いて昭和32年 1 月 31 日掘り取り調査した。結果は Table 15 にかかげる。

Table 15 から明らかなように散粉サソボルド一区が最もよかった。右・機水銀剤加汗j 5-5 式ボルド一

区およびセレサン石灰区は成立本数においては大差が認められないが，苗木の生育が良くないのは， 7~ 

8 月に病害が発生したことが原因している。また対照区の成立本数の少ないのは病害発生によって枯死滅
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Table 15. 各薬剤散布区別首木の発育状況

Growth of Alnus firma-seedlings sprayed or dusted. 

- 13 ー

1 本Uあppたergりr(地o平u上均nd部)の成長量 1 :本あた(平り根均部j 成長量 1m2あ以たり首本数両

N立l mum木2 あb本eたr り 25cm 上のpart of Underground part of Number of 
区 分 数of I seedling which seedling seedling 

Plot Seedlid ng are more than 
(per 1 m2) 

250(pner i(n 本ll)menzg) th 
Length(cm)IWeight (g) Length(cm)IWeight (g) 

(本)

有機水銀ボ剤ル加用
ドー液区

Bordeaux mix�re 28.3 1.9 15.0 1.0 456 174 
added with 

Uspulun 
(5-5 -100+0.1 %) 

セレサ γ石灰区
29.9 1.0 11. 7 C.4 465 144 

Ceresan diluted 
with slaked lime 

(1:4) 

S散a粉np+unγ.sボanル- ドー区 32.2 1.8 12.9 0.8 488 244 

Bordeaux 

対照区 Check 35.5 2.4 15.0 1.0 398 206 

少したもので，成立本数に比較して苗木の成長が良レのは，単位面積の立木本数が少なかったためと考え

られる。

試験-2 昭和34年(1959)

(1) 試験方法:試験苗畑は京都市伏見区桃山町の当関西支場苗畑を使用した。樹極はヤシヤプシで，昭

和3，1年 3 月 27 日 1m2 あたり 15g をまき付けたものである。施肥は基肥として 1m2 あたり油粕 100g，石

灰窒素 40g 量を施肥した。試験区分は有機水銀剤加用 5-5 式ボルドー液区， セレサン石l央区， 散粉サ

ンボルドー区，無散布区の 4 区を設け， 1 区の函積 0.5m2 (幅 0.5m ， 長さ 1m) とし， ，[回繰りかえし

のつごう 16 区をラテン方格法により設定した。

まき付け後 8 月 16日まで日覆をした。その他除草，潜水，間引き等の管理は慣行に従ったが，間引きは

6 月 10 日以後は行なわなかった。

6 月 10 日現在の成立本数大体各区 600本とし，ほぼ均等にした。薬剤の散布量および散布月日は Table

16 のとおりである。

月日 Date

薬剤散布量
Amount sprayed 

per m2 

Table 16. 薬剤の散布月日と散布量

Date and amount of spraying or dusting. 

May 15 1June 民 24 1
300cc 

JuJy 16 1 Aug. 3, 281 S刑・ 2， 11

1 5∞α 
5 g lOg 15 g 

(2) 試験結果:病害の発生は 6 月下旬から認められ， 特に薬剤無散布区は被害が激しかった。 8 月 27

日，各区からアトランダムに苗木を10本ずつ抜きとり，苗木の大きさおよび発病状況について調査した結

果を Table 17 にかかげる。なお， 12月下旬試験苗畑の全首を掘り取り， 残存数ならびに成長量の調査を

行なった結果を Table 18 に示す。
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Table 17. 各薬剤散布区の発病状況

Effect of fungicides upon damage of the disease. 

区 分 調査本 o数f 首(aのvE田大eAern唱きgdt:l団さhsn，四o(f 平四均>
発病状況 Damage

Number NuJ躍m病b本数of (本)1lN1権um病b葉er数of(枚)Plot seedlings tested er of seed-
(本) lings affected Ileaves affected 

o有rd機ea水ux銀IJIF1ji加xt用UIボルドー液区Bordeaux mixture added with 
40 12.3 18 27 Uspulun 

( 5- 5 ー 100 + 0.1%) 
セレサン石灰区

Ceresan diluted with 40 11.5 31 154* 
slaked lime (1: 4) 

責主粉サンボノレドー区
40 13.3 30 102 Sanpun-san-Bordeaux 

対 照 区 Check 40 11. 3 39* 181* 

Note: *..・ H ・有機水銀:tfiJ加用ボノレドー液区とのあいだに 0.05%の危険率で有意の差が認められた。

Table 18. 各薬剤散布区の残存本数と苗木の発育状況

Effect of fungicides on control of the disease. 

区 分 残Nu存m総ber本o数f L泊g酔地emend上dgul)tE部nEhdgの。問f(大A〈u四きvtpapoさz>ef a r L，根e。〈nAfg部vstεheemのddg1長me〈回d棚ro)きo>t SEedliInnge s 
Plot remained 

(本)

， B有o機rd水ea銀u剤加用ボル aドdーde液d区
ux mixture 

2.396 13.3 16.2 witb Uspulun 
( 5- 5 ー 100 + 0.1%) 
セレサン石灰区

Ceresan diluted with slaked 1. 147 13.6 18.4 
lime ( 1: 4) 

S散ar粉lplサmンボルドー区
.san-Bordeaux 2.036 13.9 14.9 

対 照 区 Check 723 14.2 16.3 

W重seeeigdhlitng o量f 

(Averaged) 
( g ) 

1.1 

1.4 

1.0 

0.8 

Table 17 で明らかなように，有機水銀剤加用 5-5 式ボルドー液散布区では被害が軽微で， 対照無散

布区は被害が激しい。また， Table 18 で明らかなように，残存本数および重量で無散布区がきわめて悪

い。残存本数では有機水銀剤加用ボルドー液区と対照区， 重量ではセレザン石灰区と対照区のあいだに

0.05% の危険率で有意の差が認められた。

以上の防除試験を総合してみるに，ヤシヤプシのくもの巣病に対しては，有機水銀剤加用ボルドー液お

よび散粉サンボルドーは，セレサン石灰よりも得苗本数ならびに苗木の生育状況からみて効果があるもの

と考えられる ((Plate 5-2)。

考察および結論

さきに著者ら(伊藤・紺谷 1952)引は，マメ科樹木のくもの巣病 (Web-blight) 病原菌とイネの紋枯病

菌(クスの大粒白絹病菌)を比較研究，従来わが困の学者によって， イネの紋枯病菌と苗立枯病菌 C.

vagum B. et C. (=Rhizoctonia solani KむHN) とは別種であるとされてきたことに対していささか疑義

のあることを報告し，その後(伊藤・紺谷・近藤 1955)9) カラマツ苗のくもの巣病菌の研究を行ない，苗
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立枯病菌， くもの巣病菌および紋*ti病菌をいずれも同一種として取り奴い， これに学名 c. vagum B. 

et C. (Syn. Pellicularia jilamentosa (PAT.) ROGERS) をあて，その病徴に主点をおいて， くもの巣病型

(Web. blight type) とした。

伊藤誠哉 (1955) 11)は苗立中li病菌とイネ紋枯病菌を別種とし，前I者を Pellicularia filamentosa (PAT.) 

ROGERS，後者に対しては新たに P. sasakii (SHIRAI) nov. comb. なる名を与えた。しかし赤井ら (1960)υ

および松浦ら(1953) 20)却は著者らの見解に等しく，この両者を別種とする明らかな区別点はみとめがた

いとしている。岩田ら(1942)山はヤシヤプシおよびヒメヤシヤプシ苗木の大粒白絹病について研究，こ

の病原菌をイネの紋村'1病菌と同一であるとしているが，以下著者らの見解を述べる。

ヤシヤプシ苗のくもの巣病菌，ヒノキの苗立枯病菌，イネの紋枯病菌およびマメ科樹木のくもの巣病菌

について，培養上の諸性質や病原性を比較した結果，苗立和11病菌の発育が他の菌に比べ不良であるほか

は，培養上の菌叢の特徴に各菌聞に顕著な差が認められず，菌糸の形態にも差が認められない。やや顕著

な差をあげれば，ヤシヤプ、ン苗のくもの巣病菌やマメ科樹木のくもの巣病菌等は菌叢から不快なカピ臭を

発散するのに対して，イネの紋枯病菌はキノコのような芳香を発散することである。

また菌糸の発育と温度との関係、は，マメ科樹木のくもの巣病菌およびヒノキの苗立枯病菌は 250C 前後

で最も良く発育し， 350C になるとほとんど発育が認められないが， ヤシヤプシのくもの巣病菌は 350C

と L 、うかなり高い温度でも発育し，イネの紋枯病菌に近い成長曲線が認められた。

各菌間の菌糸の融合の有無にっし、てみると，産地を異にするヤシヤプシのくもの巣病菌 2菌株間に融合

が認められたが， ヒメヤシヤプシから分離した菌とは融合しなL、。また互いに融合が認められたヤシヤプ

シの 2 菌株はマメ科樹木の菌とは融合が認められるが，イネの紋枯病菌，苗立枯病菌とは融合しなし、。次

に，ヒメヤシヤプシから分離した菌.は，苗立枯病菌とは融合するが，マメ科樹木の菌および紋枯病菌とは

全く融合が認められなし、。このようなことから，ヤシヤプシ類のくもの巣病菌には，マメ科樹木の菌に近

縁のものと苗立枯病菌に近縁のものとがあるように考えられる。

ヤシヤフ伊シ苗に対する接種試験で，ヤシヤプシから分離した菌株が最も病原性が激烈で，これについで

イネの紋枯病菌が病原性が強かったが，その病徴が自然発生地における病葉の色彩とやや異なっていた。

またヒメヤシヤプシから分離した菌およびマメ科樹木の菌は，ヤシヤプシに対しでもかなり顕著な病原性

が認められた。次に菌株のイネに対する病原性をみると，不明りようながら紋枯症状を呈したが，その病

徴および病原性はイネの紋411i病菌より微弱である。これに反して，ヒノキの苗立枯病菌はイネに対して全

く病原性を示さなかった。

以上のことがらから，ヤシヤプシ苗のくもの巣病菌は，イネの紋枯病菌に近い病原性をもっているもの

と，苗立枯病菌に近い性質をもっているものとがあるが，どちらかといえばマメ科樹木のくもの巣病菌に

近縁のものと考えられる。

以上のことから苗立枯病菌とイネ紋枯病菌とを別種とするわが国の諸学者の意見には賛意を表しかね，

さきに報告した著者 8則らの考えの誤りでないことが一層明確になった。

これら近縁の菌類の学名についてはし、ろいろ異論のあるところであるが10九著者らは一応これらの菌を

すべて EXNER (1953)引のいう Pellicularia βlamentosa (P AT.) ROGERS で統合しそれぞれ病徴により

立枯病型 (Damping.off type) , くもの巣病型 (Web.blight type) ，紋枯病型 (Sheath-spott ype) とす

る前報の結論をふたたび採択しておきたし、と忠、う。
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摘要

本報告は，ヤシヤプシ芸員の養苗上，最も恐るべき病害であるくもの巣病について，病原菌の諸性質に関

する研究結果およびその防除試験成績を述べたものである。

(1) 本病は 6 月中旬ごろから発生し， 7 月中旬から 8 月中旬ごろに最も顕著にあらわれる。はじめ下業

に暗緑褐色の不定形の病斑を生じ，しだし、に病斑を拡大し，隣接した苗木の下葉から下葉へ蔓延する。被

害部に病原菌の菌糸がくもの巣状にからまる。被害は集団的に発生し，被害が激甚で、あったり，また苗木

が幼若な場合は枯死する。

(2) 本病の病原菌には在重々の系統 (Stl討n) があって，病原性その他の性質にいささか差異がみとめら

れて複雑であるが，マメ科樹木のくもの巣病菌ときわめて近似で，これを一応 Pellicularia jilamentosa 

(P AT.) ROGERS (Syn. Corticium vagum B. et C.) の一生態型，くもの巣病型 (Web.blight type) とし

ておきたいと思う。

(3) 本病の病原菌は菌糸の状態で植物組織内に潜入していても低温度に対する耐久力が弱く死滅しやす

く，越冬は主として菌核の状態でおこなわれる。菌核は翌春発芽して菌糸の状態となり，これが主な第 1

次伝染源となるものと認められる。

(4) 苗畑における薬剤散布による防除試験の結果，有機水銀河1] (0.1~ω 加用ボルドー液( 5-5 式)

および散粉サンボルドー(日本農薬製， 6gfm2 ) を 6 月上旬から 9 月下旬までの問 8 回以上散布すること

が，苗木の生育状況および得苗本数からみても効果がすぐれてし、る。
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図版説明

Plate 1. 

A. Pellicularia jilamentosa によるヤシヤプシ苗のくもの巣病，激害地 E機種: 1959年 3 月 27 日，撮

影:同 9 月 10 日 1

B. P. jilamentosa によるヤシヤプシ苗のくもの巣病，被害初期〔婿種: 1959年 3 月 27 日， 撮影:同

9 月 10 日 7

C. ヤシヤプシ苗のくもの巣病被害苗【播種: 1955年 4 月 8 日，撮影:同 7 月 25 日]

Plate 2. 

A. 菌核

a. 被害枯死葉上に形成された菌核

b. 菌核

(撮影: 1956年 11月 10 日)

B. パレイシヨ寒天上における菌叢の特徴 (250C， 10 日;後後)

a. Cor的tμi，“.

b. Co昨rtれicium包←S ヤシヤプ、ン苗のくもの巣病菌，滋賀産

c. Corticium-Y 向上，山形産
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d. Corti，αium vagum ヒノキ苗の立品ii病菌，京都必

e. C. vagum 英国トゲナシニセアカシヤのくもの巣病菌，東京産

f. C. sasakii イネの紋枯病的，福t，1ð産

(撮影; 1955年 12月 21 日)

C. 菌絞の発芽と温度との関係(バレイシヨ寒天， 10 日後)

a. 30 C, b. 90 C, c. 12.50 C, d. 150 C, e. 180 C, f. 20 0 C, g. 250C 

(撮影; 1959年 2 月 9 日)

D. 被害苗~fllで，雑草のメヒシパがヤシヤプシ苗のくもの巣病菌によって明確な紋枯症状の病斑をつく

る。

(撮影; 1956年 9 月 20日，滋賀県大津)

Plate 3. 各菌叢の発1]と温度との関係

a. Corticium-T ヒメヤシヤプシ苗のくもの巣病菌，東京産

b. Corticium-S ヤシヤプシ苗のくもの巣病菌，滋賀産

c. Corticium-Y 同ーと， 山)0必

d. Corticium vagum ヒノキ苗の立粘病菌，京都産

e. C. vagum 英凶トゲナシニセアカシヤのくもの巣病菌，東京産

f. C. sasakii イネの紋枯病菌，福岡産

(撮彰; 1955年 12月 15 日)

Plate 4. ヤシャプシ苗に対する各菌の按極試験

A. Corticium-T の接種区

B. Corticium-S の接種区

C. Corticium-Y の接種区

D. Corticium vagum (立枯病菌)の接種区

E. C. vagum の接極区

F. C. sasakii の接種区

G. 対照区

Plate 5. 

!.菌核の形成と温度との関係

P. バレイシヨ寒天

W. WAKSMAN 氏寒天

(撮影; 1959年 2 月 12 日)

2. 薬剤散布によるヤシヤプシ苗のくもの巣病防除試験(1959年， t刻凶支場苗畑)

A. 水銀河l加用 5-5 式ボルドー液散布区

B. セレサン石灰散布区

C. 散粉サンボルド一散布区

D. 対照区

(矯種; 1959年 3 )127 H ，撮影:同年 11月 1111 ) 
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Studies on Web-blight of Alnus Seedlings. 

Sh凸ji KONTANIωand Kazuhiko MINEO'2J 

(R駸um�) 

Web.blight cau間d by a Rhizoctonia is one of the most important diseases of alder seedlings 

(Al即日 firma S. et Z. and A. multinervis C.) and widely distributed throughout Japan. 

The disease appears from early summer to autumn , becoming serious from mid.July to mid. 
August. Irregular spots, pale greenish brown in color, appear at first on the leaves of the lower 

part of the seedlings (Platel: B). They enlarge gradually and transmit 10 the upper part of the 

seedlings and to adjacent seedlings by leaf contact. In a more advanced stage, discolored leaves 

and stems of the whole or part of the seedlings are covered with a brownish hyphal web. 

Heavily attacked seedlings are killed or strongly retarded in their growlh. Consequently, irregular 
patches with dead seedlings are found in places on the nursery bed in autumn (Platel: A). 

On such dead seedlings many sclerotia of the causal organism are produced (Plate 2 : A). 

Isolates of the fungus from this web.blight were compared with those of the web.blight 

fungus of leguminous woody plants (Pelli，ωlaria filamentosa) , sheath spot fungus of rice plant 

(P. sasakii) and damping.off fungus of Chamaecyparis (Rhizoctonia solani) , in their pathogeｭ

nicity, physiology and hyphal fusion type between them (Tables 1~8， Text.figs. 1~3， Plates 2: C, 

3 and 4). Results of these experiments indicated that the present web.blight fungus has quite 

similar characters to those of the web.blight fungus of leguminous woody plants, and has 

characters of both sheath spot fungus and damping.off fungus as well as the web'blight fungi of 

other woody plants. From these facts the authors completely agree with IT�' s opinion (ITﾓ and 

KONTANl 1952, ITﾓ et aし 1955) that the web.blight fungi , sheath spot fungus of rice plant and 

damping-off Rhizo與nia may be equally treated as Pellicularia filamentosa (PAT.) ROGERS and 

that P. filamentosa is divided into at least three groups according to symptoms, namely web. 

blight type, damping.off type and sheath spot type. Hence, the authors treat the present fungus 
as the web.blight type of Pellicularia filamenfosa. 

Hyphae of this fungus inhabiting the tissue of diseased alder seedlings are killed at low 

temperature during winter (Tables 9 and 10). The present web.blight fungus overwinters by 

sclerotia being produced on the diseased seedlings. These sclerotia germinate and produce 

hyphae in spring (Tables 12 and 13). Such hyphae germinated from overwintered sclerotia may 

probably be the source of primary infection. 

Bordeaux-mixture solution (5-5ー100) to which O. 1 per cent Uspulun and Bordeaux.mixture 

dust (Sanpun.san.Bordeaux) has been added were very effective for control of the disease 

(Tables 14~ 18, Text.figs. ,] and 5, Plate 5 : 2). 

(1)(2) Laboratory of Forest Protection, Kansai Branch Station of the Government Forest 

Experiment Station, Momoyama, Ky凸to， Japan. 
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